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まちの将来像は、「都市の課題や求められているもの」と「市民が描く未来像」から構成される目指すべ
き 20 年後の“将来のまちの姿”です。 
これらの中で、人の活動や暮らし方に着目することが求められていることを踏まえ、「駅周辺の魅力・活

力について」「住宅地の生活や暮らしについて」「日々の生活や様々な活動を支える都市基盤等について」
の３つのまちの将来像を示します。 
まちの将来像を広く周知し、まちづくりに関わる市民・事業者等と市で共有するビジョンとします。な

お、まちの将来像は 20 年後のまちの姿を共有するために描いたイメージ図であり、特定のまちを描写し
たものではありません。 
 

《 まちの将来像へのアプローチ 》 
 

ままちの将来像  

都市の課題や  
求められているもの 
（PP. 11－220～221）） 

住み心地の良い
住宅都市の 
維持・形成 

拠点となる３駅
周辺における都
市マネジメント

多様なまちづく
り活動の促進と
官民連携による
ｴﾘｱﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ 

安全で安心して
住み続けられる
都市構造の構築 

市民が描描く 
未来像 

（PP.2－22～２－－14）） 

地域別 
ワークショップ 

既往調査 意見募集箱 

出張座談会 

＋新型コロナウイルス感染症 
（COVID‐19）に関する意見交換 

まちの将来像３ 
日々の生活や様々な活動を支える都都市基盤等について 

まちの将来像１ 
駅周辺の魅力・ 
活力について 

まちの将来像２ 
住宅地の生活や 
暮らしについて 
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駅周辺は生活に必要な機能が集積し、快適に働ける空間であるとともに、オープンスペースの活用により
多様な人々が集い、交流が盛んに行われることで、身近な場所で憩い、遊び、学ぶことができる、歩いて楽
しいまちとなっています。 

①

②  

③  

④  

⑤  ⑧  

⑨  

⑦  

⑩  

⑪  
⑥  

⑫  ⑭  

⑮  

⑬  

（関連するキーワード）  
《 都市の課題や求められているもの 》 特徴の異なる３駅周辺、商業・業務地の役割の変化、居心地が良く歩
きたくなるまちへの改変、官民連携のまちづくり、オープンスペースの活用、都市のマネジメント（エリアマネ
ジメント・プレイスメイキング）、市民や事業者等による主体的な取組み 等 

《 市民が描くまちの未来像 》 出かけたくなるまち、歩く楽しみが感じられるまち、旅行者が滞在したくなる
まち、見て楽しい歩いて楽しいまち、資源を生かして時代に合わせた使われ方がされているまち、人との交流を
生み出す学びの場があるまち、散歩で選ばれるまち 等 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
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地域生活を支える都市機能と都市空間の運営 

 
み、駅前にアクセスする大通りは一般車の交通が
抑制され、路線バスなどの地域公共交通が中心と
なっています。沿道の駐車場出入りがなくなるこ
とで連続した歩行空間が確保されるとともに、一
般車両の交通量の減少により歩道が拡幅されるな
ど、誰もが安全に心地良く移動できる空間となっ
ています。（①、③、⑧、⑫） 

 商店街の道路や広場は、人々が安心して移動する
だけでなく、沿道の店舗を眺めたり、路上で行わ
れるイベントを楽しんだり、ベンチやテーブルで
くつろげる、歩行者中心の居心地の良い空間とな
っています。（④、⑦、⑨、⑬、⑭） 

 沿道の建物はまちの個性を残しながら更新が進み、
建物壁面の後退により生まれる屋外空間やまとま
った開発による質の高い公開空地等、居心地の良
い空間が創出されています。これらのオープンス
ペースは隣接する道路と一体的な空間として活用
され、エリアマネジメントなど様々なまちの魅力
や価値を向上させる取組みが継続的に繰り広げら
れています。（④、⑥、⑦、⑧、⑮） 

 建物の更新の他、事業者の創意工夫によりリノベ
ーション※や利活用が進み、それらが沿道に連続す
ることで、人々の回遊を誘う空間となっています。
まちなかでは、新たな出会いや交流が生まれ、日々
の暮らしの中で働き、学び、遊び、歳を重ねる全て
の人が豊かに暮らせる空間が広がっています。（②、
⑤、⑥、⑪） 

 このような社会状況の変化に応じた多様で柔軟な
土地利用が進み、新たな店舗や働く場のみならず、
地域に根差した商店や社屋、その他文化施設や公
園、オープンスペースなど様々な空間が相まって、
温かみや文化が感じられる空間となっています。
（②、④、⑤、⑥、⑦、⑩） 

将来像（イラスト）の解説 

① ゆとりを感じられて安全な通りを安心して歩
いている 

② サテライトオフィスなどの新しい環境で効率
的に働いている 

③ 地域公共交通やデマンド型交通※などが便利
に使いこなされている 

④ オープンスペースが充実し心地良く過ごして
いる 

⑤ 様々な事業者等により、多種多様な場が設け
られ充実した時間を過ごしている 

⑥ 複合施設を利用する人々によって新たな交流
が生まれている 

⑦ 公共空間の活用などにより文化活動が営まれ、
新たなにぎわいを楽しんでいる 

⑧ 連続した質の高い緑がまちの景観を形成し、
居心地の良い通りを歩いている 

⑨ 歩行者中心の空間が創出され、待ち合わせや
休憩をしている 

⑩ 屋上空間などの活用により、様々な眺望から
まちを楽しんでいる 

⑪ 既存の店舗と新たな商業施設により個性ある
商店が連続し、学生や高齢者、親子など様々な
人が訪れている 

⑫ 道路と沿道が一体となった魅力的な空間を活
用している 

⑬ パークレット※やオープンテラスなど、新たな
滞留空間を活用している 

⑭ 既存の樹木を中心にゆとりある空間が創出さ
れ、休憩している 

⑮ 屋上や壁面の緑化により緑を身近に感じられ
る

幹線道路の整備や駅外縁部への駐車場の配置が進
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緑豊かなゆとりある住宅地では、安心して子どもを育てられ、身近な場所で働くことができ、多様な暮ら
し方が選択できるまちとなっています。また、様々なまちづくりの担い手により、地域の特性に応じた住宅
地が形成され、誰もがいきいきと活動し、安心して住み続けています。 

（関連するキーワード）  
《 都市の課題や求められているもの 》 緑豊かな市街地、良好な住環境、高度情報技術の進展、働き方の変化、
高齢化の進展、身近な生活圏、多様化する市民ニーズへの対応、公共公益施設の更新、オープンスペースの活用、
市民や事業者等による主体的な取組み 等 

《 市民が描くまちの未来像 》 多様なライフスタイルを受け入れるフレキシブルなまち、来街者のみならず住民
が住みやすいまち、多様な交通手段が選択できるまち、自由に働き楽しむ暮らし、大学生が活発に活動するキャ
ンパスタウン、新技術により生まれる余剰時間を有効に使えるまち、自然環境の保全、快適で暮らしやすいまち 
等 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

①①  

②②  
③③  

④④  

⑤⑤  

⑥⑥  

⑦⑦  

⑧⑧  
⑨⑨  

⑩⑩  

⑪⑪  

⑫⑫  

⑬⑬  

⑭⑭

⑮⑮  

⑯⑯  

⑰⑰  

⑱⑱  
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地域生活を支える都市機能と都市空間の運営 

 幹線道路が充実し、路線バスなどの地域公共交通
が定時運行されるとともに、自転車走行空間と歩
行空間が確保され、安全・快適に移動しています。
また、日常生活はもとより災害時の市民生活を支
える物流が確保され、災害に強いまちが形成され
ています。（⑯、⑰、⑱） 

 交通システムなどにより、街区内に目的地のある自動
車のみが生活道路を通行でき、誰もが安心して暮らせ
る住宅地となっています。また、自動車の通行が少な
い道路は、地域の憩いの場となっています。（⑮、⑯） 

 学校などの公共公益施設が適切に維持・更新されて
いる他、高齢化の進展や働き方の変化を踏まえ、小
規模な医療施設や日用品の販売店舗、新たな働く場
などの生活支援施設が身近に整い、徒歩による生活
圏が形成されています。（④、⑤、⑨） 

 開発事業に伴い質の高い緑や、地域に開かれた公開空
地等が整備され、空が見え、ゆとりのある街並みが形
成されています。また、緑地や公園などのオープンス
ペースは、地域活動や事業者等による取組みによって
様々なサービスが提供されたり、個人のくつろぎの空
間として利用されるなど、心地良い時間を過ごせる空
間となっています。（①、③、⑥、⑧、⑨、⑫、⑬） 

 これまで大切に守り育ててきた地域の自然が維持さ
れるとともに、農地や住宅地の緑が適切に保全・創
出され、質の高い緑の空間が充実しています。また、
公園や水辺にはうるおいのある心地良い空間が形成
されています。（①、②、⑩、⑪、⑭） 

 建物は適切に管理・更新され、テレワークなど働
き方や暮らし方の変化にも対応した住居が増える
とともに、屋外や商店街などに子どもや高齢者の
居場所が整い、安全・安心に生活できる住環境が
形成されています。また、地域に愛着を持ち、家族
との充実した時間を過ごせる、ゆとりある住宅地
が維持されています。（③、④、⑤、⑦、⑨） 

将来像（イラスト）の解説 
① 身近な農地が大切にされ、種まきや作物の収
穫などの農体験を楽しんでいる 

② 歴史・文化が感じられる場所が大切にされて
いる 

③ 近所にオープンスペースが充実し、子育てが
しやすく家族団らんを楽しんでいる 

④ 身近な場所に多様な働く場が創出され、テレ
ワークなど新しい生活を送っている 

⑤ スーパーや日用品店が身近にあり、仕事と家
庭が両立できる環境で暮らしている 

⑥ 居心地の良い空間が創出され、立ち寄って楽
しんだり休憩したりしている 

⑦ 地域で過ごす人々により、子どもが見守られ
るなど安心して暮らしている 

⑧ 趣味などを通じて地域交流が盛んに行われて
いる 

⑨ 沿道に開かれた店舗と店舗前のゆとりある空
間で交流や休憩をしている 

⑩ 樹林地が保全され、住み心地が良い空間で自
然に親しんでいる 

⑪ 緑を身近に感じられる道が整備され、散歩や
ジョギングをしている 

⑫ 緑化された屋上空間で日常のひと時を過ごし
ている 

⑬ ガレージなど住宅地のオープンスペースが活
用され、地域の交流が育まれている 

⑭ 住宅地内に昔からある大木を大切にしている 

⑮ 自動車の通行が少ない道路は、地域の憩いの
場として使われている 

⑯ 歩車分離により、誰もが安心して歩いている 

⑰ シェアサイクルやシェアカーなどの多様な交
通手段を選択できる 

⑱ 公園と一体となったバス停で、心地の良い
間時間を過ごしている 
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人々の触れ合いのある暮らしの中で、誰もが安心して生活しています。安全で快適に移動でき、インフラ
や建築物が適切に更新され、災害に強く環境に優しいまちとなっています。 

①①コミュニティの育み  ②災害に強いまち  
⑧風格のある街並み ③農業を通じた地域交流 

 
  
 
  
 
  
 
  
 

  

④居心地の良い緑道 ⑤親しみを感じられる景観 
⑥ひとや地域公共交通中心のまち
⑦⑦快適な移動 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

   

（関連するキーワード） 
《 都市の課題や求められているもの 》 交通環境の改善、緑豊かな市街地、ＳＤＧｓに基づく取組み、公共公
益施設の更新、緊急輸送道路の整備等の災害対策、持続可能な都市構造の構築、強靭なまちの実現、効率的なイ
ンフラの維持管理、高度情報技術に対応する取組み、官民連携のまちづくり、市民や事業者等による主体的な取
組み 等 

《 市民が描くまちの未来像 》 リアルなコミュニケーションが楽しいまち、人の役に立つと幸せなまち、多様
な世代の人が活躍しているまち、消費にとらわれないコミュニティや仕組みがあるまち、多様な人が多様なコミ
ュニティ活動に参加するまち、安全・安心な道路空間がにぎわう場所をつなぐまち、地域コミュニティの力で幸
せな暮らし、安心して歩ける暮らし、誰とでもコミュニケーションがとれるまち 等 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

まちの将来像２ 
（住宅地の生活や暮らしについて） 

まちの将来像 1 
（駅周辺の魅力・活力について） 

②・・⑧ 

⑥・・⑦  
④ 

① 
③

⑤ 



 

  3-9 

�

 �

 

地域生活を支える都市機能と都市空間の運営 

 これまで育んできた地域コミュニティが継承され、
様々な主体による地域ごとの活動によって、豊か
で充実した生活が実現されています。 

 地域が大切にしてきた緑や文化が守られ、居心地
の良さを感じる街並み景観が形成されています。 

 道路や公園、上・下水道等の都市基盤施設、学校や
コミュニティセンター、地域の医療施設や福祉施
設などの公共公益施設が適切に維持管理、または
更新され、安全で快適な暮らしが維持されていま
す。 

 都市全体が、デジタルトランスフォーメーション
によりスマート化※し、全ての人が快適に暮らし働
くことができる社会を迎えています。交通やエネ
ルギー、防災など幅広い分野でもＡＩやＩｏＴ、
ビッグデータ、その基盤となる情報通信ネットワ
ークなどの先端技術が積極的に活用されることで、
生活の様々なシーンが豊かなものとなっています。 

 誰もが良好な住環境で安心して住み続けられ、無
電柱化※やバリアフリー※整備、心のバリアフリ
ー※により障壁を感じず移動しています。 

 高経年化した建築物の長寿命化やスマート化を図
った更新、幹線道路の充実や利便性の高い地域公
共交通の維持の他、グリーンインフラによる水循
環などの環境に配慮した取組みにより、持続可能
なまちになっています。 

 災害時の情報収集や行政と地域の連携など、震災
や水害、感染症等、多様化・複合化する災害に強い
まちになっています。 

将来像（イラスト）の解説 

① まちのオープンスペースにおける活動を通じ
てコミュニティが育まれている 

② 緊急輸送道路や延焼遮断帯の形成により、物
流が確保され災害に強いまちで暮らしている 

③ 身近な農地で農業を通じて地域交流が行われ
ている 

④ 緑道が維持・創出され、歩いているだけで心地
良く感じている 

⑤ 親しみを感じられる景観が形成されていて、
まちに愛着を感じている 

⑥ ひとや公共交通中心のまちが実現され、安全
で安心した生活を送っている 

⑦ ムーバスやシェアサイクルなど様々な乗り物
の連携により、快適に移動している 

⑧ 落ち着いた風格のある商業地域の街並みが形
成されている
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本市では、「武蔵野市方式」をはじめ、様々な場
面で市民参加のもと、公共的課題の解決を図ってき
ました。こうした市民自治や市政運営の基本原則を
明らかにし、推進していくため、令和２年に自治基
本条例を制定しました。条例では、市政情報の共有
や市民参加を保障し、協働して様々な公共課題に取
り組むことが定められました。 
まちづくりにおいては、地域課題の解決を目指し

て、市民によるまちづくりの提案や協働する仕組み
をまちづくり条例に定めています。条例に基づき市
や市民、事業者等がそれぞれ適切な役割を担い、協
力して進める協働のまちづくりを進めてきました。
市は今後もまちづくりに関わる様々な主体と協働
して地域課題の解決を図ります。 

近年、地域課題は多様化・複雑化し、また暮らし
方の変化にあわせて都市に求められるものも変化
しています。まちの将来像の実現に向けて、市によ
る公共事業やまちづくり条例に基づく協働の継続
的な展開に加え、市民・事業者等が主体となり、ビ
ジネスノウハウの活用や限られた地域で小さく展
開されるような「まちづくり活動」が、様々な地域
で繰り広げられることが期待されます。 
まちづくり活動の一例として、市民・事業者等が

主体となり、オープンスペースを活用したマルシェ
や移動販売などが行われ始めています。今後は、こ
うした地域に応じたまちづくり活動が各地で行わ
れることで、居心地の良い魅力的なまちが形成され
ていくことを目指します。市は、まちづくり活動が
円滑に取り組まれるよう、制度やルールの創設、規
制の緩和などの支援を行うとともに、市街地の再整
備に際しては、官民のオープンスペースを一体的に
捉えて、まちづくり活動を促進します。 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

本プランで示したまちの将来像の実現に向け、市はまちづくり活動が円滑に取り組まれるよう、広場
や公園などの活用に向けた支援を行い、地域に応じたまちづくり活動が各地で行われるよう促進して
いきます。 

（出典）国土交通省都市局 「居心地が良く歩きたくなるまちなか」からはじまる都市の再生 資料 
https://www.mlit.go.jp/common/001301647.pdf 

The Power of 10+  https://www.pps.org/article/the-power-of-10 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

《 魅力的なまちの形成イメージ（Power of 10+の事例） 》 

ニューヨークのＮＰＯ法人ＰＰＳが提唱する「Power of 10+」では、豊かな市街地には人々が居た
いと思う目的地（広場、大通り、ウォーターフロント、公園、美術館等）を最低 10ヶ所有する必要が
あり、各目的地に 10ヶ所以上の場所（座る場所、遊ぶ場所、絵を描く場所、音楽を聴く場所、食べる
場所、歴史を感じる場所、人に会う場所等）があることが必要とされています。 
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市内には、まちづくり活動を行う市民や事業者等
が存在し、これまでも自発的に「まちづくりの担い
手」として個別にまちづくり活動を行ってきました。
他にも「まちづくりの担い手」となり得る事業者や
大学なども存在しており、近年、地域課題が多様化・
複雑化する中で、これらの主体が持つ技術やノウハ
ウは、新たな解決策を生み出す貴重な資源としてま
すます期待されます。 

各担い手がそれぞれの想いとともにまちづくり
に必要な地域資源や技術、培ってきた運営ノウハウ
などを持ち寄ることで、新たな地域課題の解決に向
けたアイディアやイノベーションが生まれ、より活
発なまちづくり活動につながっていきます。 
市民・事業者等によるまちづくり活動のきっかけ
づくりとして、市が仲介役となる「プラットフォー
ム」の設置を検討し、「まちづくりの担い手」と期
待される様々な主体に声をかけ、新たなアイディア
やイノベーションの創造につなげていきます。 

《《 プラットフォームのイメージ 》 

プラットフォーム  
・議論、情報共有 
・プロジェクト検討、創成 
・情報収集、発信など 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

新たな 
アイディア 

新たな 
イノベーション 

研研究機関  

・大学 
・学生 
・情報技術関連 
など 

市民民  

・地権者 
・地域住民 
・在勤・在学者 
 など 

事事業者  

・商業関連 
・宅地開発関連 
・個人事業主 
など 

金融  

・銀行 
・信用金庫 
など 

ままちづくり  
団団体  

・NPO 
・まちづくり 
協議会 
など 

行政・
公公共機関  
行行行政・

・市 
・警察 
・公共交通関連 
・医療機関 
など 

行行行行行行行行行行行

・・
・
・
・
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まちづくり活動が実現されるまでのプロセスの
一例を示します。 
プロセスは、プラットフォームなどをきっかけと

して出会った、まちづくりに関心のある市民や事業
者等が集まって対話する「対話の場づくり」から始
まり、それぞれの「相互理解・地域を知る」ことに
よりやりたいことやできることを明確化していき
ます。市は、必要に応じて組織づくりやノウハウ・

人材づくりの支援を行います。「活動・試行」では、
実際にまちの空間をつかいながら場づくりを行う
など、「つかう」と「つくる」を繰り返して、活動
を積み重ねながらプレイヤーや取組みの幅を広げ、
まちづくり活動を徐々に育んでいきます。市は、活
動を軌道に乗せるために、必要な物資の確保やルー
ルづくりなどの支援を行います。これらの段階を経
ながら、新たな気づきと活動の深化により、地域運
営や計画・制度づくりなど、目指す将来像に応じた
活動に発展し、時には建物や公共空間に反映される
ことが想定されます。 

《《 市民・事業者等のまちづくり活動のプロセスの例 》 

 
 
 
 
 

つかう

つくる

・｢まちづくり｣を試行錯誤
・｢まちづくり｣の定着化

市民・事業者等の
まちづくりに対する行政支援
物資確保、ルールづくり

地域運営

コミュニティ
ビジネスの展開

計画
制度づくり

行政との連携
(ハード整備との連携)

地域課題の解決

つ

開

仲間集め
組織づくり等 対話

課題発見

・まちの課題、メンバーの
課題を把握

・チームビルディング
・様々なスキルを持った
メンバーの出会い

対話

課題発見

市民・事業者等の
まちづくりに対する行政支援

組織づくり、ノウハウ・人材づくり

活動・試行を繰り返すことで…
・新たな気づきの発見、活動の深化
・成功体験の蓄積・段階的な合意形成
・新たなプレーヤーの取り込み
・運営体制の構築 等

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・


